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　本地区は、濃尾平野のほぼ中央、愛
知県北西部で名古屋市の北側に位置し
ます。戦国時代の只中、織田信長が自
身初めて築城した小牧山城のある歴史
色の濃い地区です。本工事の新木津用
水路（延長10.6km）は、 1級河川薬師
川との共用区間（延長2.0km）や大山川
との交差部を含む農業用の用排兼用水
路で、犬山頭首工より取水した用水を
受益地に配水する機能と、降雨時には
木津用水からの排水に加え用水路東側
から流入した排水を大山川や八田川等
へ流下させる機能を併せ持っています。
周辺の都市化の進行に伴い、豪雨時の
排水流出形態の変化により、排水能力が不足し、洪水被害が生じているため、水路断面を拡幅する
工事を行うものです。
　工事は、河川改修区間約130mで既設水路を取壊し、新たに護岸工（ブロック積854㎡ ）、底版工
100m、プレキャストL型擁壁水路工30mを構築します。工事現場上空には、東名高速道路・中圧ガ
ス管（400A）・水道管（φ500mm、 2箇所）・市道橋梁が近接しているほか、民家に隣接するなど厳し
い制約条件下での施工となっています。周辺は、交通渋滞の多い生活道路となっているため、工事
施工に伴う騒音・振動・粉塵には十分配慮した施工に心掛け、営農作業に支障を来たさぬように、
3月末の通水開始に向けて職員・協力会社一丸となって災害ゼロでの工期内竣工を目指しています。

新濃尾（二期）農地防災事業
新木津用水路小牧東田中工区（その1）

改修工事

監督職員

（写真右） 東海農政局新濃尾農地防災事業所

工事第二課長　　児玉　研悟
現場代理人

（写真左） 株式会社鴻池組

新木津用水路工事事務所 田中　隆樹

監督職員からのエール

　本工事は、新濃尾農地防災事業の新木津用水路の改修工事のうち、 1級河川薬師川との共
用区間における河川改修事業との共同工事として実施するものです。本工事は、河川内工事
であるため、河川内の工事期間が11月から 3月に制限されるほか、東名高速道路や市道橋と
の交差部であるとともに、水道管やガス管などの支障物や民家が隣接するなど、工事実施に
当たって様々な制約条件があります。
　そのような現場の中、現場代理人兼監理技術者の田中所長は、想定外の埋設物への対応や
近隣住民への配慮など、安全を第一にかつ工期内に工事が完成するよう、日々現場内や近隣
住民への対応に奔走しており、監督職員としても頭が下がる思いです。厳しい施工条件の中
での工事ではありますが、安全対策を徹底し、
無事故無災害で工事を完成させるよう、とも
に頑張っていきましょう。
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　天神ダムは宮崎市南部に広がる
1,960haの畑を主とする農地を対象と
して、かんがい用水を活かした高収益
性畑作等の実現を目的として建設され
ました。一方平成13年度のダム完成以
降、自然災害による土砂流入に起因し
濁水が長期化しするようになり、濁水
の河川放流を防ぐ対策として、ダム湖
から清水を選択して取水・放流できる
取水塔の新設が計画されました。
　取水塔基礎の構築と既設放流トンネ
ルとの接続工事を平成28年度から令和
元年にかけて弊社で施工しました。工
事中は貯水しながらの水中施工で視界が30㎝程度と悪く、水深28mでの作業のため 1人当たりの潜
水作業時間が約60分/日に制限される等厳しい施工条件でしたが、無事竣工することができました。
　今回の工事は、取水塔と湖岸を接続する管理橋（ 2径間、L=70m）を設置する工事で、仮設構
台の造成、橋脚 1基（鋼管杭φ1,000mm、 4本）と橋台 1基（PHC杭φ400mm、 4本）の構築、
橋桁の設置を行います。平成28年度から施工してきた一連の工事の最後の締め括りとなる工事であ
り、仮設の作業構台上で大型クレーンによる作業など安全管理に十分留意し、国営事業所監督職員
の方々とも連絡を密にして良い品質のものが残せるよう職員一同努めてまいります。

令和元年度大淀川右岸
国営施設機能保全事業

天神ダム選択放流施設管理橋橋脚他工事

監督職員

（写真左） 九州農政局宮崎中部農業水利事業所

工事課長　菊池　裕二
作業所長

（写真右） アイサワ工業株式会社

天神ダムⅣ作業所 毛利　正彦

監督職員からのエール

　本工事は、国営施設機能保全事業「大淀川右岸地区」を着工する契機となった「天神ダム
の濁水対策」として設置する「選択放流施設」の管理橋の橋脚、橋台等を設置する工事です。
　橋脚の鋼管杭は、ダム湖内に設置する仮設構台から水中打設することから、正確に施工す
るための工夫が求められていました。
　監理技術者の毛利作業所長は、仮設構台の設置や鋼管杭の打設について、適切な提案・対
応を行うことにより、鋼管杭を所定の位置に正確に打ち込むことが出来ました。また天神ダ
ム周辺環境整備活動（千本さくら清掃活動）への参加や地元小学生への説明会を行うなど、
現場以外においてもいろいろな活動に取り組んでいます。
　引き続き橋台等の施工がありますが、無事
故無災害で工事が完成することを願っています。
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